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0.はじめに (I)
これまでの先行研究で「“把”構文」を成立させるには，少なくとも述語
動詞に“了（le）”や“着（zhe）”を付加しなければならないことが指摘されて
いる。しかしながら「“把”構文」中の述語動詞に付加された“着”につい
て，詳細な考察を行っている研究は管見の及ぶ範囲では見あたらない。した
がって，本稿では「“把”構文J中の述語動調に付加された“着”を考察対
象とし，論者なりの方法論で論じて行きたい。このために本稿では次のよう
な方法論を用いる。まず「“把”構文j中の述語動詞や把の後の成分及び状
況語（連用修飾成分）の意味特徴を抽出する。この抽出された意味特徴をも
とに論者は「“把”構文」の述部の意味構造を仮定する。次に仮定した意味
構造と“着”との関わりを記述することにより，「“把”構文j中の述語動詞
に付加された“着”の機能を明らかにする。
なお今回本稿で考察対象とするのは史金生・胡暁、洋（1998）で取り挙げら
れている次の 5例である。この 5例は史金生・胡暁揮によると，いずれも単
独で成立する文である。
(1) 他把身子息友損控蓋．
（彼は体を力を込めたままさすった。）
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(2) 我受豊受腰虫把尖在塙上擦差．
（私はぼうっとしたまま頭を壁にこすりつけた。）
(3) 他把我的手家京地握差．
（彼は私の手をしっかりと握った。）
（め他把新芙来的大衣反泣来穿蓋．
（彼は新しく買ってきたコートをひっくり返しにしたまま着た。）
(5) 他一宜把那幅画JL控差．
(1.皮はず、っとそのままあの絵を掛けていた。）
1.述語動詞に内在する意昧特徴と仮定される意味構造
ここではまず述語動調に内在する意味特徴について述べ，次に仮定される
意味構造について記述して行く。
松村（1997a:58-59) (1997b: 58”59）の考察では“死（死ぬ）”“芸（な
くす）”などの「瞬間動調」から［瞬間的完成】【非持続］［おわり］という意
味特徴が抽出でき，“吃（食べる）”のような「持続動詞」からは［はじまり］
と［持続］という意味特徴が抽出されることが指摘されている（以下［ ］は
意味特徴を表す）。この考察にもとづき論者は意味構造を次のように仮定す
る。
「瞬間動調」は［瞬間的完成］［非持続］［おわり］という意味特徴を抽出で
きることから，動詞自身が動作行為の意味上の「おわり」を明示できると考
える。したがって，仮定される意味構造上の「おわり」の部分に置かれる。ま
た，「持続動詞」からは［はじまり】と［持続］という意味特徴が抽出される
ので，意味構造の中では「はじまりJの部分に置かれると考える。次の仮定
される意味構造を見られたい。
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瞬間動詞の意味構造中の位置
仮定される意味構造〈［ ］［瞬間動詞］〉
［おわり】
瞬間動詞“芸”の意味構造中の位置
仮定される意味構造〈［ ］ ［芸］〉
［おわり］
持続動調の意味構造中の位置
仮定される意味構造〈［持続動詞］［ ］〉
［はじまり］
持続動詞“吃”の意味構造中の位置
仮定される意味構造〈［吃］ ［ ］〉
［はじまり］
2. 「“把”構文jの述語が要求する意味的特徴
論者は「“把”構文」では処置を明確にするために意味上，述語動調の表
す動作行為の全体あるいは「おわり」をとらえることが必要であると考えて
いる。ここでは「瞬間動調」と「持続動調jの例をそれぞれ挙げて，具体的
に説明しよう。まずは「瞬間動詞」の例である。（6）の述語動詞“芸（なくす）
”は「瞬間動調」であり，動詞自身が動作行為の「終わり」を明示できるので，
この動調から抽出される意味特徴は［おわり］である。したがって，動作行
為の「終わりJが明示されることによって，“吾”は“芸”のみで動詞の表す
動作行為の全体がとらえられる。ゆえに（6）は“了”を付加しただけで成立
可能であると考えられる。例を見られたい。
(6) 咋天他把自行卒孟了．（刻月隼他 1983)
（昨日彼は自転車をなくしてしまった。）
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述語動調“芸”の仮定される意味構造中の位置
〈［］［芸］〉
［おわりI
これに対し次の（7）は「持続動詞Jの“写”が述語動詞に用いられている
例である。（7）はインフォーマントによると“了”を付加しただけでは成立し
ない。（以下例前の＊は不成立を表す）
(7) ＊我把小滋写了．（作例）
（私は小説を書いた。）
なぜ（7）は成立しないのであろうか。論者は次のように考える。上述した
ように「持続動調Jからは［はじまり】と【持続】という意味特徴が抽出さ
れるので，意味構造の中では「はじまり」の部分に置かれる。“写”は理論上
動作行為を持続することができる「持続動詞」であり，仮定される意味構造
中の位置は「はじまりjの部分に置かれる。つまり〈［写］［ ］〉となる。こ
のままでは意味構造上「はじまり」が明示されるだけで，「おわり」を明示す
る成分がない。したがって，「持続動調」“写”の動作行為の全体あるいは「お
わり」をとらえることができない。ゆえにこのままでは処置が明確にならず，
(7）は成立しないと結論づけられる。
では「持続動調」を「“把”構文Jの述語動詞に用いた場合，どうすれば
成立が可能となるのであろうか。再び松村（1997a: 59）の考察を引用しよう。
松村（1997a : 59）では中国語の動補構造に内在する意味について，次のよう
に考えている。「“吃完（食ぺ終わる）”のような動補構造では，“吃”は「食
べる」という意味を表すと同時に「食べるJという動作の［はじまり］とそ
の【持続】をも表し，後ろの成分“完”は「終わる」というそれ自身の持つ
意味と同時に「食べるjという動作の［おわり】をも示す。」つまり「持続動
詞」の場合「おわり」を明示する成分として結果補語を述語動調に付加すれ
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ば述語動詞の表す動作行為の全体あるいは「おわり」をとらえることができ
るのではないか。論者は“我把小説写了”に結果補語“完”を付加した“我把
小説写完了”の成立の可否をインフォーマントに確認したところ，成立可能
との回答を得た。次の（8）は“写”の意味上の「おわりJが結果補語の“完”
によって明示されている。これによって「持続動調J“写”の表す動作行為の
全体あるいは「おわり」がとらえられる。したがって，（7）とは異なり（8）で
は処置が明確になり成立すると考えられる。例を見られたい。
(8) 我把小説互主了．（作例）
（私は小説を書き上げた。）
“写完”の仮定される意味構造中の位置
く［写］［完］〉
［はじまり］ ［おわり］
では「“把”構文」中に用いられる「持続動調」の表す動作行為の全体あ
るいは「おわり」をとらえる成分は結果補語だけであろうか。「“把”構文」
の先行研究では「“把”構文」に用いる述語動調には動詞の後にその他の成
分を付加しなければならず，もし動調の後にその成分がともなわない場合は
動調の前に連用修飾語が必要であることが指摘されている（李l陥定1993:264-
274）。この事から論者は結果補語以外にも「持続動詞」の表す動作行為の全
体あるいは「おわり」をとらえる成分があると考える。ここではそのすべて
を挙げることができないが，動量補語，時量補語，数量限定された目的語が
用いられた例を挙げることにしよう。
次の（9）は述語動詞“抄（書きうっす）”の後に動量補語“一過（一回）”
が付加された例である。論者は動量補語が付加されることによって「持続動
詞」“抄”の動作回数が明確になり，“抄”の表す動作行為の「おわり」が明
示されると考える。したがって，動量補語も結果補語と同様に意味構造中の
「おわり」に置かれ，〈［抄］［一過］〉という意味構造を仮定することができる。
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ゆえに動量補語も「持続動詞」の表す動作行為の全体あるいは「おわりjを
とらえる成分と考えられる。例を見られたい。
(9) 我把他的稿子重新盤了ニ温．（李l陥定L993)
（私は彼の原稿をあらためてもう一遍書きうつした。）
“抄一過”の仮定される意味構造中の位置
〈［抄］ ［一遍］〉
［はじまり］ ［おわり】
次の（10）は述語動詞“尖（監禁する）”が用いられ，その後に時量補語
“三ノト月（三ヶ月）”が付加された例である。（10）では時量補語が付加される
ことによって“美”という動作行為の時間量が明確になり，理論上「監禁し
続けるJことが可能な「持続動調j“美”の表す動作行為の「おわりjが明示
される。したがって，時量補語も意味構造中の「おわりJの部分に置かれ，
〈［尖］［三今月］〉という意味構造を仮定することができる。ゆえに時量補語
も「持続動調」の表す動作行為の全体あるいは「おわり」をとらえる成分と
考えられる。例を見られたい。
(10）故人把他在監獄里主了三土且．（刻月隼他 1993)
（敵は彼を監獄に三ヶ月監禁した。）
“美三ノト月”の仮定される意味構造中の位置
く［美］ ［三小月］〉
［はじまり］ ［おわり］
(11）は述語動詞“吃（食べる）”の目的語“平果（リンゴ）”に“那ノト（あ
のーつの）”という数量限定成分が付加された例である。“吃”は理論上「食
べる」ことを無限に行える「持続動詞jである。したがって，“吃（食べる）”
は意味構造上「はじまり」の部分に置かれる。“吃”の目的語の“那小平果（あ
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の一つのリンゴ）”は“那ノト”によって目的語の数量が明確になっている。目
的語の数量が明確になることにより，“吃”という動作行為の回数が明確にな
る。ゆえに動作行為の「おわりjが明示される。このことから，数量限定さ
れた目的語も「持続動詞」の表す動作行為全体あるいは「おわり」をとらえ
る成分と考えられる。例を見られたい。
(11）我桝那ノト草果政了． （李｜栴定1993)
（私はあのリンゴを食べてしまいました。）
“吃那小平果”の仮定される意味構造中の位置
く［吃］ ［那小平果］〉
［はじまり］ 【おわり】
3.具体的な考察
本章では史金生・胡暁梓（1998）で取り挙げられている 5例について，具
体的に考察をおこなって行く。
次の（12）の述語動調“接（さする）”は理論上「きするjことを無限に行
える「持続動調Jである。したがって，“接”は意味構造上「はじまり」の部
分に置かれる。“把”の後に置かれている“身子（体）”は述語動詞“接”の
対象であり， “援身子”という形式が本来の順序と考えられる。“身子”は
“把”の後の成分であり，意味上「確定的」である。そこでく［控］［身子］〉と
いう意味構造が仮定され，ゆえに「持続動調」の表す動作行為の全体あるい
は「おわりJがとらえられるのである。しかし，論者が“他把身子接着”の成
立の可否をインフォーマントに確認したところ，成立が不可であるとの回答
を得た。この回答から「体をさすっている」ということを述べるだけでは，述
語動詞に“着”が付加された「“把”構文」が成立しないことが理解できる。
ではなぜ（12）は成立するのであろうか。この場合，論者は「“把”構文」が
成立するには単に動作行為を述べるだけでなく，処置を明確にするために動
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作行為の結果を表す成分が必須であると考える。（12）で結果を明示する成分
はどれであろうか。論者は“用力地”に注目した。「体に力を込める」ことは
常識的に継続して行なえず，［臨待性｝という意味特徴が抽出できる。した
がって，“用力地”は動詞の表す動作行為の様態を表すと同時に，動作行為の
結果をも明示する成分である。ゆえに，動作行為の結果が明示されることに
より，処置が明確になるため（12）は成立するのである。また，結果が明示さ
れることにより，これに付加される“着，，は結果持続を表す“着
「時態の“着，，Jと結論づけられる。例と仮定される意味構造を見られたい。
(12）他把身子息去損控葦．（史金生，胡暁津 1998)
（彼は体に力を込めたままさすった。）
仮定される意味構造
動作行為の様態［臨時性］
→動作行為の結果を明示。（ ）で表す。
! （用力地〈［瑳］［身子］〉）＋時態の着｜
動調の表す動作行為がまとまる。〈 〉で表す。
〈［撞］［身子］〉だけでは動作行為を表すのみで処置が明確になら
ない。“用力地”は動調の表す動作行為の様態を表すとともに動
作行為の結果を明示する。
結果が明示された出来事に付加されるのは，結果持続の“着’＼
つまり「時態の“着”」である。
(13）の述語動調は“擦（こする）”である。“擦”も動作を無限に行える「持
続動調」である。したがって，“擦”は意味構造上「はじまり」の部分に置か
れる。“把”の後の成分“失（頭）”は述語動詞“擦”の対象であり，“擦失”
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という形式が本来の順序と考えられる。“共”は“把”の後の成分であり，意
味上「確定的jである。そこでく［擦］［失］〉という意味構造が仮定され，ゆ
えに「持続動詞Jの表す動作行為の全体あるいは「おわりJがとらえられる。
しかし，インフォーマントに“我把失在塙上擦着”の成立の可否を確認した
ところ，成立しないとの回答を得た。したがって，「頭をこすっている」を記
述しただけでは“着”が付加された「“把”構文」が成立しないことが理解
できる。次に（13）が成立する理由を考えてみよう。上述したように“着”を
付加した「“把”構文jが成立するには，処置を明確にするために動作行為
の結果を表す成分が必須である。（13）における結果を明示する成分は“半醒
半陵地（ぽうっとする） ＂であると考える。「ぼうっとする Jことも常識的に
いつか終わりが来ることであり，［臨時性］という意味特徴が抽出できる。し
たがって，“半醒半睡地”は動詞の表す動作行為の様態を表すと同時に，動作
行為の結果をも明示する成分である。ゆえに，動作行為の結果が明示される
ことにより，処置が明確になるため（13）は成立する。また，結果が明示され
た出来事に付加される“着”は結果持続を表す“着’＼つまり「時態の“着”
」である。例と仮定される意味構造を見られたい。
(13）我ま震ま腰捜把失在塙上擦差．（史金生，胡焼淳 1998)
（私はぼうっとしたまま頭を壁にこすりつけた。）
仮定される意味構造
動作行為の様態［臨時性］
→動作行為の結果を明示。（ ）で表す。
｜（半醒半睡地〈［擦］［失］〉）十時態の着｜
動詞の表す動作行為がまとまる。〈 〉で表す。
〈［擦］［失］〉だけでは動作行為を表すのみで処置が明確にならな
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い。“半醒半睡地”は動作の表す動作行為の様態を表すとともに
動作行為の結果を明示する。
結果が明示された出来事に付加されるのは，結果持続の“着
つまり「時態の“着”jである。
(14）の述語動調は“握（握る）”である。“握”も動作を無限に行える「持
続動詞Jである。したがって，“握”は意味構造上「はじまり」の部分に置か
れる。“把”の後の成分“我的手（私の手）”は述語動調“握”の対象であり，
“握我的手”という形式が本来のJil買序である。“我的手”は“把”の後の成分
であり，且つ α我的”という限定成分が付加されており，意味上「確定的」で
ある。そこでく［握］［我的手］〉という意味構造が仮定され，ゆえに「持続動
詞」の表す動作行為の全体あるいは「おわりjがとらえられる。しかし，論
者が“他把我的手握着”の成立の可否をインフォーマントに確認したところ，
成立が不可であるとの回答を得た。これは「私の手を握っている」と述べる
だけでは述語動調に“着”が付加された「“把”構文」が成立しないことが
理解できる。次に（14）が成立する理由を論者なりに説明しよう。これまで述
べてきたように，“着”が付加された「“把”構文Jが成立するには，処置を
明確にするために動作行為の結果を表す成分が必須であり，（14）における結
果を明示する部分は“泉家地（しっかりと）”である。「きつく，しっかりと」
することも常識的に継続して行なえず，［臨時性］という意味特徴が抽出でき
る。したがって，“店主店主地”は動詞の表す動作行為の様態を表すと同時に動作
結果の結果をも明示する成分である。ゆえに，動作行為の結果が明示される
ことにより，処置が明確になるため（14）は成立する。また，結果が明示され
た出来事に付加される“着”は結果持続を表す“着”，つまり「時態の“着”」
である。例と仮定される意味構造を見られたい。
(14）他把我的手長差損握差．（史金生，胡暁搾 1998)
（彼は私の手をしっかりと握った。）
「“把”構文」中の“着”について 195 
仮定される意味構造
動作行為の様態［臨時性］
→動作行為の結果を明示。（ ）で表す。
｜（禁京地〈［握］［我的手］〉）＋時態の着｜
動調の表す動作行為がまとまる。〈 〉で表す。
〈［握］［我的手］〉だけでは動作行為を表すのみで処置が明確にな
らない。
“2露店主地”は動作の表す動作行為の様態を表すとともに動作行為
の結果を明示する。
結果が明示された出来事に付加されるのは，結果持続の“着”，
つまり「時態の“着”」である。
(15）では述語動詞に“穿（着る） ＂が用いられている。“穿”も動作を無限
に行える「持続動詞」である。したがって，“穿”は意味構造上「はじまりJ
の部分に置かれる。“把”の後の成分“新芙来的大衣（新しく買ってきたコー
ト）”は述語動調“穿”の対象であり， u穿新芙来的大衣”という形式が本来
の順序と考えられる。“新実来的大衣”は“把”の後の成分であり，且つ“新
芙来的”という限定成分が付加されており，意味上「確定的jである。そこ
でく［穿］［新芙来的大衣］〉という意味構造が仮定され，ゆえに「持続動詞」
の表す動作行為の全体あるいは「おわり」がとらえられる。しかし，イン
フォーマントに“他把新芙来的大衣穿着”の成立の可否を確認したところ，成
立が不可であるとの回答を得た。このことにより「新しく買ってきたコート
を着ている」と述べるだけでは処置が明確にならず，述語動詞に“着”が付
加された「“把”構文」が成立しないことが理解できる。では次に（15）が成
立する理由を述べて行こう。これまで述べてきたように，「“把”構文」が成
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立するには，処置を明確にするために動作行為の結果を表す成分が必須であ
る。（15）における結果を明示する成分は“反辻来（ひっくり返しに）”であ
る。「ひっくり返しにJしたままにしておくことは常識的にありえない。この
ことから“反辻来”からも［臨時性】という意味特徴が抽出できる。したがっ
て，“反近来”は動詞の表す動作行為の様態を表すと同時に動作行為の結果を
も明示する成分である。ゆえに，動作行為の結果が明示されることにより，処
置が明確になるため（15）は成立する。また，結果が明示された出来事に付加
される“着”は結果持続を表す“着”，つまり「時態の“着”」である。例と
仮定される意味構造を見られたい。
(15）他把新芙来的大衣尽是主穿差．（史金生，胡暁薄 1998)
（彼は新しく買ってきたコートをひっくり返しにしたまま着た。）
仮定される意味構造
動作行為の様態［臨時性］
→動作行為の結果を明示。（ ）で表す。
｜（反近来〈［穿］［新芙来的大衣］〉）十時態の着｜
動調の表す動作行為がまとまる。〈 〉で表す。
〈［穿］［新茶来的大衣］〉だけでは動作行為を表すのみで処置が明
確にならない。
“反泣来”は動詞の表す動作行為の様態を表すとともに動作行為
の結果を明示する。
結果が明示された出来事に付加されるのは，結果持続の“着”，
つまり「時態の“着”」である。
(16）の述語動詞は“控（掛ける）”である。“控”は「たくさんの絵をかけ
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る」のような場合，「持続動調Jと考えられる。したがって，“控”は意味構
造上「はじまりJの部分に置かれる。“把”の後の成分“那幅画）L（あの絵）”
は述語動調“蛙”の対象であり，“控那幅画）L”という形式が本来の順序であ
る。“那幅画）L”は“把”の後の成分であり，且つサ川高”という限定成分が
付加されており，意味上「確定的Jである。そこで〈［控］［桂那幅画）LJ＞と
いう意味構造が仮定される。ゆえに「持続動詞」の表す動作行為の全体ある
いは「おわり」がとらえられる。しかし，インフォーマントに“他把那幅画
)L控着”の成立の可否を確認したところ，成立が不可であるとの回答を得た。
このことから「あの絵を掛けているJと述べるだけでは処置が明確にならず，
述語動詞に“着”が付加された「“把”構文」が成立しないことが理解でき
る。では（16）が成立する理由を論者なりに解説しよう。これまで述べてきた
ように「“把”構文Jが成立するには，処置を明確にするために動作行為の
結果を表す成分が必須である。（16）における結果を明示する成分は“ー宜
（ず、っと）”である。“一宜”は「ず、っとJという意味を表すことから，［恒久
性］という意味特徴が抽出できる。“一宜”は「たくさんの絵を掛け続けてい
る」という場合は述語動詞の“控”と関わりを持つ。しかし，この例の“控”
の目的語は“那幅画）L”であり，「特定の絵を掛ける動作」をずっと続けるこ
とは不可能である。「あの絵を掛ける」ことは瞬時に終了してしまい，その結
果の状態が続くのである。したがって，この例の“一宜”は形式上は動調の表
す動作行為の様態を表すが，意味上は“着”と関わりを持つ。ゆえに，動作行
為の結果が明示されることにより，処置が明確になるため（16）は成立する。
また，結果が明示された出来事に付加される“者”は結果持続を表す“着’＼
つまり「時態の“着”jである。例と仮定される意味構造を見られたい。
(16）他ニ裏把那幅画）L詮差．（史金生，胡暁斧 1998)
（彼はあの絵をず、っとそのまま掛けていた。）
仮定される意味構造
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4.おわり
動作行為の様態［恒久性】
→動作行為の結果を明示。（ ）で表す。
｜（ー宜〈［控］［那幅画JLJ＞）十時態の着｜
動詞の表す動作行為がまとまる。〈 〉で表す。
〈［控］［那幅画JLJ＞は瞬時に終了する動作行為を表すのみで処置
が明確にならない。
“一宜”は動調の表す動作行為の様態を表すとともに意味上
“着”と関わりを持つ。
結果が明示された出来事に付加されるのは，結果持続の“着’＼
つまり「時態の“着”」である。
本論は史金生・胡暁拝（1998）で取り挙げられている 5例について論者な
りの方法論で考察を行った。その結果，これら 5例はいずれも連用修飾成分
が付加されることによって動作行為の結果が明示され，「“把”構文Jが成立
すると考えられ，このような「“把”構文Jの述語動詞に付加される“着”は
「時態を表す“着つであると結論づけられた。また，論者はこれまで“了”や
“泣”が述語動調に付加された「“把”構文」の考察も行ない，“了”や“泣”
の場合は動詞の表す動作行為の全体をとらえることができれば「“把”構文j
が成立すると論じてきた。しかし，今回の考察によると α着”の場合では，動
調の表す動作行為の全体をとらえるだけでは「“把”構文」が成立せず，必
ず動作行為の結果を明示する成分が必要であることが理解できた。この問題
については今後も更に多くの例を収集し，考察を続けて行きたいと思う。
「“把”構文」中の“着”について 199 
注
1) 本稿は 2001年6月23日（土）日本中国語学会関東支部6月例会（於神奈川
大学）での発表原稿に訂正加筆したものである。
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